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研究成果の概要（和文）：同一犬種内における気質の個体差の遺伝的背景を探る目的で，使役犬として多用されるラブ
ラドールレトリバー種に着目し，日本の盲導犬候補個体およびオーストラリア探知犬候補個体で気質評価アンケート結
果と行動実験結果について，研究代表者らが同定した気質関連遺伝子の多型との関係を解析した。その結果，盲導犬候
補個体ではその適性に関わる“注意散漫”気質が，探知犬候補個体ではその適性に関わる“訓練時のタオル棒執着心”
気質がHTR1B（5-hydroxytryptamine receptor 1B：セロトニン1B）遺伝子上の一塩基多型と関連する傾向が明らかとな
った。

研究成果の概要（英文）：In order to investigate genetic background of temperamental individuality in dogs,
 we analyzed polymorphisms of temperament-related genes in relation to the temperamental or behavioral sco
res evaluated by the trainers in guide dogs for the blinds and in detector dogs (both Labrador Retriever).
 As a result, "distraction", an important temperament for guide dogs and "obsession with rolled towel" for
 detector dogs, had tendencies related to a SNP on 5-hydroxytryptamine receptor 1B gene.
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１．研究開始当初の背景 
ヒトゲノムプロジェクトに続いてイヌゲ

ノムプロジェクトがほぼ完了し，2004 年 7月
に NIHのホームページ上においてドラフトシ
ークエンスが公開されたことを契機に，犬に
おいてもポストゲノムの時代が到来した。必
要となる情報が入手可能になったことで，遺
伝子多型同定の手順が大幅に簡略化される
とともに遺伝子の網羅的解析も可能となり，
本研究代表者らを含むいくつかの研究グル
ープによって行動遺伝学的研究への取り組
みが始まっていた。こうした情勢のなか，本
研究代表者らは「客観的な気質評価系の確
立」に取り組むべく，平成 16 年度より国内
最大規模を誇る日本盲導犬協会と一連の共
同研究をスタートさせており，国際的競争力
という点についても優位にあるものと判断
された。 

 
２．研究の目的 
われわれ人と同様に動物にも行動特性の

個体差すなわち個性がみられる。例えば，犬
や猫，馬などといった身近な動物には，興奮
しやすい個体，攻撃的な個体，温順な個体，
不安傾向の高い個体など様々な個性が認め
られ，同種あるいは同品種においても決して
一様ではなく，こうした行動特性の情動的基
盤は気質（Temperament）と呼ばれる。気質
およびその個体差の生物学的背景の理解は，
哺乳類に共通する脳神経科学の発展に貢献
するだけでなく，動物の福祉向上や，人と動
物の適正な共存関係構築への道を模索して
いく上でも意義が大きいことから，応用動物
科学領域における重要課題のひとつとみな
される。本研究の目的は，犬を研究モデルと
して，気質の遺伝学的背景を解き明かすこと
にある。 
 
３．研究の方法 
（1）日本の盲導犬研究 
全ての研究は，財団法人日本盲導犬協会の

協力のもとで実施した。①まず盲導犬適性に
関わる気質を同定するために，経験豊富な訓
練士によるラブラドールレトリーバー候補
個体の気質評価を行った。気質に関する 22
項目からなるアンケート評価を訓練開始3ヶ
月後に実施し，訓練士から 5段階評価の回答
を得た。②続いて訓練開始（ほぼ 1 歳齢）1
ヶ月目および2ヶ月目に行動実験を行うこと
で，アンケート評価よりも早い時期に気質を
客観的に評価しうるかを検討した。③さらに，
盲導犬早期適性予測を目指してパピーウォ
ーカーに対するアンケートを5ヶ月齢にて実
施し，その結果を盲導犬適性と関わる“注意
散漫”という気質ポイントと比較した。④ま
た，候補個体がパピーウォーカーに渡される
前の 7～8 週齢時点において訓練犬と同等の
行動実験に加えて，これまでの研究において
盲導犬適性との関連が示唆されていた「持ち
上げテスト」と「静止テスト」を実施して “注

意散漫”を評価しうる行動学的指標を探索
した。⑤“注意散漫”に関して研究室で同定
した気質関連遺伝子の一塩基多型（SNP）（標
的多型は 10 遺伝子上の 26SNPs）との関連解
析を行った。 
（2）オーストラリアの探知犬研究 
オーストラリア探知犬繁殖プログラムよ

り供与された行動実験データおよび血液を
もとに，探知犬適性に関わる行動学的指標お
よび SNP の探索（標的多型は 10 遺伝子上の
16SNPs）を行った。 
（3）日本のペット犬研究 
一般のペット犬を対象として，興奮性や執

着心といった気質と関連すると考えられる
「常同障害（尾追い行動）；尾追い行動など
常同行動を主徴とする行動疾患で，葛藤によ
り生じ，人間の強迫性障害に類似したものと
考えられている」をテーマに取り上げ，イベ
ントと動物病院を通じてアンケート調査を
行い，両群で共通するリスク要因の抽出を試
みた。さらに本研究が EU の主催する LUPA プ
ロジェクトの一環として採択されたため，そ
の協力のもとゲノムワイド関連解析を実施
した。 
 
４．研究成果 
（1）日本の盲導犬研究 
①アンケート項目のうち，回答率の高かった
19 項目を用いた因子分析により，“注意散漫”
“感受性”“従順さ”という内的整合性の高
い 3因子が安定して抽出された。各因子と盲
導犬適性（合否）の関連を調べたところ，盲
導犬合格群の方が“注意散漫”ポイントが有
意に低く，“従順さ”ポイントが有意に高く，
いずれも再現性が確認された。また，“注意
散漫”ポイントを基準とした適性予測では，
予測的中率は 80.3%に達することが示された。 
②犬舎における平常時心拍数や行動変化，興
奮刺激提示（リードを持って犬舎に入る）時
の心拍数や行動反応について解析したとこ
ろ，平常時心拍数が盲導犬適性と一貫した関
連を示し，“注意散漫”ポイントと弱い正の
相関を示す傾向があった。また，伏せ時間お
よび起立時間は盲導犬適性と有意に関連し，
いずれも“注意散漫”および“従順さ”ポイ
ントと弱い相関を示していた。一方，リード
入室による 10 秒後の⊿心拍数は“従順さ”
と中程度の負の相関を示していた。以上より，
平常状態を反映する犬舎における心拍数や
行動反応は盲導犬適性の客観的指標となり，
興奮刺激に対する⊿心拍数は“従順さ”ポイ
ントの指標となる可能性が示された。さらに，
訓練犬が日常の大半を過ごす犬舎内（平常時
15 分間）で過ごさせてから新奇環境（初めて
の部屋）に隔離（10 分間）したのちに実験者
が入室するという行動実験を訓練開始2ヶ月
目に行ったところ，“注意散漫”ポイントの
低い群では，実験者が入室した際に「実験者
を注視する」行動が有意に多く，実験者入室
後2.5分間における⊿心拍数が大きいまま推



移した。これらの結果より，盲導犬として適
格と考えられる“注意散漫”ポイントの低い
個体は，本行動実験の際に入室してくる実験
者に対して‘集中（注目）している’ことが
示唆された。 
③パピーウォーカーに対する 20 項目にわた
るアンケート項目のなかで，「訪問者に対す
る興奮」，「見知らぬ人に対する興奮」，「散歩
中の犬に対する興奮」が盲導犬適性と関わる
“注意散漫”ポイントと弱い相関を示し，う
ち後二者は盲導犬適性とも直接関連するこ
とが明らかとなった。本結果より,“注意散
漫”という気質は若齢期より維持されている
とともに，若齢期にも予測可能であることが
示唆された。 
④盲導犬候補個体がパピーウォーカーに渡
される前の 7～8 週齢時点において実施した
行動実験結果を解析したところ, “注意散
漫”ポイントと「持ち上げテスト」の静止時
間が有意に関連することが示された。 
⑤盲導犬適性と関連する“注意散漫”ポイン
トと HTR1B（5-hydroxytryptamine receptor 
1B）遺伝子上の SNP が有意に関連することが
明らかとなったものの，その後の追試実験で
は逆の関連が得られることとなった。今後は
さらに例数を増やして関連を解析すること
とした。 
（2）オーストラリアの探知犬研究 
オーストラリア探知犬においては，190 頭

の候補犬を供試し，その行動実験結果より，
9 および 12 ヶ月齢における“執着心”，9 ヶ
月齢における“独占欲”，12 カ月齢における
“自立探索意欲”，4～12 ヶ月齢における“タ
オル棒執着心”といった気質が探知犬適性
（合否）と関連することが明らかとなった。
また，“執着心”，“自立探索意欲”，“訓練時
のタオル棒執着心”を指標とすることで，現
行よりも高い合否予測率を示す予測式を作
成できることが示唆された。12 ヶ月齢におい
て探知犬適性と有意に関連する“執着心”と
DBH（dopamine β-hydroxylase）遺伝子，自
立探索意欲とSLC6A3（dopamine transporter）
遺伝子，“タオル棒執着心”と HTR1B 遺伝子
上の SNP が関連する傾向が認められた。 
（3）日本のペット犬研究 
アンケート調査の結果より，シバイヌであ

ること，興奮しやすいこと，ペットショップ
で購入すること，が常同障害（尾追い行動）
のリスク要因となることが示唆された。常同
障害の症例群・対照群各 150 頭分のサンプル
についてアンケート結果を解析したところ，
尾追い行動と“好奇心”，“接触過敏性”，“小
動物に対する反応性”，“音や動きに対する反
応性”といった気質が関連すること，尾追い
行動は“飼い主に対する攻撃性”とも関連が
認められるがその際には気質が交絡因子と
して関与していることが示唆された。また，
LUPA プロジェクトによってゲノムワイド関
連解析を実施したところ，第4染色体上のSNP
が常同障害（尾追い行動）と有意に関連する

ことが明らかとなったものの，その後の追試
実験では有意な関連が認められなかった。今
後はその原因について追跡調査を行うこと
とした。 
 
以上，本研究課題では，犬を用いて気質の

遺伝的背景に迫ることを目的に研究を行い，
盲導犬においては適性に関わる“注意散漫”
気質が幼少期から維持され，遺伝的影響が強
い気質と推察されるとともに，その背景とし
て HTR1B 遺伝子上の SNPが関連する可能性が
示唆された。探知犬においては，やはり適性
と関わる“訓練時のタオル棒執着心”が同一
の SNP と関連する傾向が示された。盲導犬に
おける“注意散漫”気質は，本研究で実施し
た行動実験により，“集中力”の反面とも解
釈できることから，本遺伝子上の SNP は，“執
着や集中”といった気質に関わるのかも知れ
ない。本研究のように使役犬を用いる場合は，
多彩な行動実験を実施し，客観的な表現型を
得ることができるものの，遺伝子解析にあた
ってはコロニーの血縁が高いだけでなく，血
縁関係が複雑であるために，擬陽性が得られ
る可能性が高くなる。本研究ではそうした理
由から，使役犬については，ゲノムワイド関
連解析を実施しなかったが，気質は多因子遺
伝性と考えられることから，今後はこうした
動物の家系性を考慮したゲノムワイド関連
解析法が考案されることに期待したい。一方
でペットの研究では，血縁関係が低く，一般
的なゲノムワイド関連解析が可能となり，本
研究課題でも常同障害を取り上げて適用し
たが，本研究では交絡因子が多いことが障害
となった。交絡因子を考慮に入れて解析する
ためには例数が必要となるため，ゲノムワイ
ド関連解析の際には，希な遺伝性疾患ではな
く，気質のように比較的一般的な表現型であ
ることの必要性が感じられた。 

本研究の進展によって気質に関連する遺
伝子群がさらに同定されれば，多大な投資を
要する盲導犬や探知犬の育成効率（現在では
盲導犬育成の成功率は 3割程度）の改善にも
大きく役立つことが期待されるだけでなく，
近年飼育数が増加し続けている家庭犬に対
しても，個々の気質に合わせた飼育環境を考
慮するための科学的根拠を提供することが
可能となり，動物福祉的観点からも意義が大
きいと考えられる（下図参照）。 

! 適性の早期診断
! 育成効率の向上

! 行動疾患の
　治療法確立
! 気質に合わせた
　育成方法の提案

気質の遺伝的基盤解明

気質の客観的評価系の確立
候補遺伝子解析
ゲノムワイド関連解析

家庭犬使役犬

刺激に対する反応性の違いも
遺伝的に説明できる？！

原因（関連）遺伝子の同定
気質への寄与率推定

気質に影響を与える環境要因の研究

研究の概要

研究の発展性

幼少期における
気質評価や遺伝子検査
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